
『
干
禄
字
書
』

に
お
け
る
正
字
・
異
体
字
関
係
の
類
型
に
つ
い
て

は
じ
め
に

(
1
)
 

一
定
の
資
料
に
お
け
る
漢
字
の
字
形
の

異
体
字
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
、

(
2
)
 

実
態
調
査
を
基
礎
と
し
て
、
字
体
の
史
的
変
還
を
解
明
す
る
と
い
う
方
向
で
進

(
3
)
 

め
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
し
か
じ
、
異
体
字
を
認
定
す
る
基
準
や
分
類
す
る

基
準
が
確
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
膨
大
な
数
の
文
献
に
舎
か
れ
た
多
数
の
漢
字
を
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
調
査
し
、
研
究
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
模
索
さ

れ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
異
体
字
を
客
観
的
に
認
定
し
、
分
類
を
行
い
、
史
的

変
還
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
次
の
方
法
が
一
つ
の
有
効
な
手
段
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

①
ま
ず
、
古
辞
書
に
記
載
さ
れ
た
、
字
体
注
記
の
明
確
な
正
字
・
異
体
字
を
対

象
と
し
て
、
両
字
体
の
関
係
を
、
一
定
の
基
準
に
従
っ
て
類
型
化
す
る
。

②
次
に
、
①
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
の
で
き
た
両
字
体
の
関
係
の
類
型
に
従
っ
て
、

対
象
と
す
る
漢
字
を
選
択
し
、
実
際
の
書
写
資
料
に
お
け
る
異
体
字
の
使
用

藤

田

夏

京己

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

本
稿
で
は
、
①
の
段
階
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。
具
体
的
に
は
、
『
干
禄
字

(

4

)

(

5

)

(

6

)

 

来
日
』
を
対
象
と
し
て
、
渓
字
の
構
成
要
素
の
形
態
の
差
異
と
位
置
関
係
の
差
異
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と
い
う
こ
点
に
着
目
し
て
、
正
字
・
異
体
字
関
係
の
類
型
化
を
試
み
た
も
の
で

あ
る
。「

干
禄
字
書
」
を
対
象
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
以
下
の
三
点
に

よ
る
。

①
正
字
・
異
体
字
の
両
字
体
共
に
、
明
確
な
字
体
注
記
が
付
さ
れ
て
お
り
、
字

体
注
記
の
意
味
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
序
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

②
漢
字
は
、
指
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。

③
中
国
で
成
立
し
た
辞
書
で
あ
る
が
、
平
安
中
期
に
は
日
本
へ
伝
来
し
、
使
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

尚
、
標
題
に
い
う
「
正
字
・
異
体
字
関
係
」
に
つ
い
て
、
以
下
に
述
べ
る
。

字
源
を
同
じ
く
し
、
同
一
文
脈
中
で
相
互
に
置
き
換
え
て
も
同
音
同
義
を
有
す



る
も
の
と
し
て
使
用
可
能
な
、
字
体
の
異
な
る
複
数
の
漢
字
は
、
互
い
に
「
異

体
関
係
」
に
あ
る
と
い
う
。
こ
の
う
ち
、
字
源
に
忠
実
で
あ
り
、
字
体
の
標
準

と
定
め
ら
れ
た
漢
字
を
「
正
字
」
と
い
い
、
正
字
と
は
異
な
る
字
体
の
漢
字
を

(7) 

「
異
体
字
」
と
い
う
。
こ
の
両
字
体
を
比
較
す
る
際
に
、
「
正
字
」
に
対
し
て
「
異

体
字
」
に
は
ど
の
よ
う
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
関
係
を
「
正
字
・
異

体
字
関
係
」
と
い
う
。

正
字
・
異
体
字
関
係
の
類
型
化
の
方
法
と
対
象
資
料
と
し
た
『
干
禄
字
書
」

に
つ
い
て
は
、
次
の
項
に
お
い
て
述
べ
る
。

一
、
研
究
の
方
法

川
正
字
・
異
体
字
関
係
の
類
型
化
の
方
法

異
体
字
を
分
類
す
る
方
法
と
し
て
は
、
異
体
字
の
字
体
注
記
の
種
類
、
異
体

{
子
の
成
立
過
程
の
遠
い
、
正
字
と
比
較
し
た
画
数
の
差
異
や
点
画
の
形
態
の
差

(
8
)
 

異
等
の
観
点
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
が
あ
る
。
従
来
の
分
類
方
法
は
、
分
類
基

準
が
統
一
的
な
も
の
で
は
な
い
た
め

一
つ
の
異
体
字
が
複
数
の
分
類
項
目
に

重
複
し
て
所
属
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
漢
字
を
、
点
や
線
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
成
る
構
成
要
素
に
よ
っ
て

成
り
立
つ
構
造
体
と
し
て
と
ら
え
、
構
成
要
素
の
形
態
と
位
置
関
係
と
い
う
二

つ
の
観
点
か
ら
見
て
、
正
字
と
異
体
字
と
の
聞
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
認
め
ら

れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
両
字
体
の
関
係
を
類
型
化
す
る
こ
と
を
-

試
み
た
。

ま
ず
、
構
成
要
素
を
認
定
す
る
上
で
、
「
部
首
」
に
注
目
す
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
理
由
は
、
部
首
の
種
類
は
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
各
々
回

有
の
形
態
を
有
し
て
い
る
た
め
、
客
観
的
に
類
型
化
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
「
横
」
字
は
左
半
分
に
「
+
」
と
い
う
木
部
の
部
首
を
表
す
構
成
要
素

が
あ
り
、
右
半
分
に
「
黄
」
と
い
う
部
首
以
外
の
椛
成
要
素
が
あ
る
。
こ
の
一
一

つ
の
構
成
要
素
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
、
一
つ
の
漢
字
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
漢
字
一
字
を
、
部
首
と
部
首
以
外
の
部
分
と
の
二
つ
に
分
け
、
前

者
を
「
部
首
と
し
て
の
構
成
要
素
」
と
し
、
後
者
を
「
部
首
以
外
の
構
成
要
素
」

(
9
)
 

と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
と
す
る
。

次
に
、
こ
の
二
つ
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
、
形
態
と
位
置
関
係
と
い
う
二
つ

の
観
点
か
ら
見
る
と
、
正
字
・
異
体
字
関
係
の
類
型
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
三

つ
の
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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①
部
首
と
し
て
の
構
成
要
素
の
形
態
に
、
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の

(
例
、
況
↓
況
)

(
※
上
字
が
正
字
で
あ
り
、
下
字
が
異
体
字
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
に
従
う
J

①
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
に
、
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の

(
例
、
硲
↓
砧
)

@
二
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
に
、
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の

(
例
、
凪
』
ぬ
)

但
し
、
右
の
三
つ
の
項
目
は
、
重
な
り
合
う
部
分
を
も
っ
。
そ
れ
は
、
次
の

よ
う
な
場
合
で
あ
る
。



山
部
首
と
し
て
の
構
成
要
素
の
形
態
に
も
、
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
に

も
、
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
〈
①
と
@
と
の
重
な
り
〉
(
例
、
延
↓
逆
)

山
部
首
と
し
て
の
構
成
要
素
の
形
態
に
差
異
が
認
め
ら
れ
、
二
つ
の
構
成
要
素

の
位
置
関
係
に
も
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
〈
①
と
③
と
の
重
な
り
〉

(
倒
、
幸
↓
待
)

叩
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
に
差
異
が
認
め
ら
れ
、
二
つ
の
構
成
要
素
の

位
置
関
係
に
も
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
〈
②
と
@
と
の
重
な
り
〉

(
例
、
査
↓
桂
)

凶
部
首
と
し
て
の
構
成
要
素
の
形
態
に
も
、
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
に

も
、
差
異
が
認
め
ら
れ
、
二
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
に
も
差
異
が
認
め

(
例
、
廃
↓
街
)

ら
れ
る
も
の
〈
①
と
②
と
③
と
の
重
な
り
〉

こ
れ
ら
の
重
な
り
に
つ
い
て
は
、
基
準
を
統
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
類
型
化

が
し
や
す
い
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
川
、
問
、
凶
は
、
部
首
と
し
て
の
構
成
要

素
の
形
態
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
項
目
に
含
め
て
扱
う
こ
と
と
し
、
聞

は
、
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
項
目
に
含

め
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
項
目
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
部
首
と
し
て
の
構
成
要
素
の
形
態
に
、
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
(
部
首

以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
場
合
ゃ
、
二
つ
の
構
成

要
素
の
位
置
関
係
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
含
め
る
J

二
、
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
に
、
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
(
部
首
と

し
て
の
構
成
要
素
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
二
つ
の
構
成
要

素
の
位
置
関
係
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
含
め
る
J

三
、
二
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
に
、
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
(
各
々
の

構
成
要
素
の
形
態
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
。
)

こ
れ
を
図
と
し
て
示
し
た
も
の
が
、

〔図
1
〕
で
あ
る
。

〔図
1
〕
正
字
・
具
体
字
関
係
の
類
型
化
の
方
法

O 

l二宮E
、首

差と
呉し
がで
言.~の
め f再
ら成
れ要
る素
もの
の形

態
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③
一
一
一
、
一
一
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
に
、

差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の

以
上
の
三
つ
の
項
目
に
従
っ
て
、
各
々
の
項
目
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に

正
字
・
異
体
字
関
係
を
設
定
し
た
。

一
、
部
首
と
し
て
の
構
成
要
素
の
形
態
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の

(
叩
)

A
、
部
首
が
別
の
部
首
に
交
替
す
る
関
係

B
、
部
首
が
付
加
さ
れ
る
関
係

c、
部
首
が
欠
落
す
る
関
係

(U) 

D
、
部
首
が
部
首
で
な
い
構
成
要
素
に
変
化
す
る
関
係

E
、
部
首
が
同
部
首
と
判
断
し
う
る
別
形
に
変
化
す
る
関
係



二
、
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の

F
、
部
首
以
外
の
構
成
要
素
が
、
共
通
す
る
形
態
を
有
し
な
い
構
成
要
素
に

交
替
す
る
関
係

G
、
部
首
以
外
の
構
成
要
素
が
、
共
通
す
る
形
態
を
有
す
る
構
成
要
素
に
変

化
す
る
関
係

三
、
二
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の

H
、
二
つ
の
構
成
要
素
が
、
左
右
逆
に
入
れ
替
わ
る
関
係

以
上
述
べ
て
き
た

A
i
H
の
八
つ
の
項
目
に
よ
り
、
『
干
禄
字
書
』
に
記
載
さ

れ
た
正
字
・
異
体
字
関
係
を
類
型
化
す
る
こ
と
と
す
る
。

間
「
干
禄
字
書
』
に
つ
い
て

正
字
・
異
体
字
関
係
を
類
型
化
し
た
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
一
示
す
前
に
、
対

象
資
料
と
し
た
「
干
禄
字
書
」
に
つ
い
て
、
書
誌
的
な
事
項
を
述
べ
る
。

「
干
禄
字
書
」
は
、
中
国
唐
代
の
顔
元
孫
が
編
集
し
、
大
暦
九
年
(
七
七
回
)
、
顔

(ロ)

真
卿
の
舎
を
石
刻
し
た
も
の
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
使
用
し
た
の
は
、

後
知
不
足
努
議
書
所
収
本
(
「
校
本
子
禄
字
書
」
に
よ
る
)
で
あ
る
。
日
本
と
の

関
わ
り
と
し
て
は
、
「
日
本
見
在
書
目
』
(
平
安
中
期
成
立
)
に
「
字
様
一
巻
顔

真
卿
探
」
、
「
干
禄
字
様
」
と
い
う
書
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
中
期

に
は
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
天
治
本
「
新
撰
字
鋭
」
(
八
九
ニ

1
九
口
一
頃
成
立
)
の
注
文
中
に
、
「
干
禄
字
書
」
の
書
名
が
見
え
る
こ
と
や
、
図

書
察
本
『
類
都
府
名
義
抄
』
(
院
政
期
成
立
、
来
日
写
)
の
注
文
中
に
「
干
」
と
略
し

て
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
内
容
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
主
と
し
て
「
正
・
通
・
俗
」
の
三
体
の

{
子
体
注
記
を
付
し
た
漢
字
を
記
載
し
て
お
り
、
序
文
に
・
お
い
て
、
こ
れ
ら
三
体

(
日
)

の
一
不
す
意
味
内
容
の
違
い
を
明
記
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
「
通
・
俗
」
を
同
一

レ
ベ
ル
で
扱
い
、
典
拠
の
あ
る
「
正
字
」
に
対
し
て
、
慣
用
的
に
、
或
は
当
座

用
に
使
用
さ
れ
る
通
字
・
俗
字
を
「
異
体
字
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
通
字
と
俗
字
と
は
、
注
記
の
種
類
か
ら
見
れ
ば
異
な
る

性
質
を
も
っ
字
体
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
性
質
の
差
異
を
客
観

的
に
判
断
す
る
た
め
に
は
、
実
際
の
使
用
例
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
回

は
、
区
別
す
る
こ
と
は
有
効
で
は
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
注
記
の
形
式

と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
。
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①
二
字
体
を
対
比
さ
せ
る
も
の

α
、
通
字
と
正
字

b
、
俗
字
と
正
字

c
、
正
字
と
正
字

d
、
正
・
通
・
俗
以
外
の
字
体
注
記
(
亦
・
古
等
)
が
付
さ
れ
る
も
の

②
三
字
体
を
対
比
さ
せ
る
も
の

α
、
俗
字
と
通
字
と
正
字

b
、
通
字
二
字
体
と
正
字

c
、
俗
字
二
字
体
と
正
字

d
、
通
字
と
正
字
二
字
体



e
、
俗
字
と
正
字
二
字
体

f
、
正
・
通
・
俗
以
外
の
字
体
注
記
が
付
さ
れ
る
も
の

本
稿
で
は
、
右
の
う
ち
、
①

'α
、
①

t
b
を
対
象
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
、

正
字
と
異
体
字
と
が
一
対
一
の
関
係
で
あ
る
た
め
、
類
型
化
が
し
や
す
い
か
ら

で
あ
り
、
則
例
数
が
多
い
か
ら
で
も
あ
る
。

二
、
考
察
の
結
果

先
に
、
類
型
化
の
方
法
と
、
対
象
資
料
と
し
た
「
干
禄
字
書
」
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
類
型
化
の
方
法
に
基
づ
い
て
行
っ
た
考
察
の
結
果
を

示
す
こ
と
と
す
る
。

こ(1)
で 「
は干
、禄

主字
禄宣

言語
ド 録
玩さ
録 F
Z差
主主
て .... 
'"の
浜分
字曹
をご
対;ィ

Tぞ
し
て

1主

記
の
示
す
性
質
ゃ
、
対
比
さ
れ
る
渓
字
の
数
に
よ
っ
て
分
類
し
た
結
果
を
述
べ

る
。
(
※
分
類
項
目
ご
と
に
、
用
例
と
そ
の
所
在
を
一
例
ず
つ
示
す
。
用
例
の
掲
げ
方
と
し
て

は
、
注
記
は
割
書
二
行
の
も
の
を
一
行
に
改
め
、
字
体
と
注
記
の
問
の
他
の
漢
字
は
省
略
す
る
J

ま
ず
、
全
体
を
「
字
体
注
記
が
あ
る
も
の
」
と
「
字
体
注
記
が
な
い
も
の
」
と

の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
用
例
制
組
の
う
ち
、
前
者
は
加
組
(
削

%
)
で
あ
り
、
後
者
は
別
組
(
川
M
m
)
で
あ
る
。

へ
例
、
字
体
注
記
が
あ
る
も
の

初
功
上
俗
下
正

日・
3

rーーーー

字
体
注
記
が
な
い
も
の
:
:
:
形
庇
上
赤
色
徒
冬
反
下
祭
名
音
融

m-3 

(
音
・
義
の
注
あ
り
)

次
に
、
「
字
体
注
記
が
あ
る
も
の
」
を
、
「
正
字
と
異
体
字
と
の
関
係
が
明
確

な
も
の
」
と
、
「
正
字
と
異
体
字
と
い
う
関
係
で
は
な
い
も
の
」
(
「
並
正
」
と
注
記

さ
れ
る
も
の
)
と
、
「
正
字
と
異
字
体
と
の
関
係
が
明
確
で
な
い
も
の
」
と
の
三
項

目
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
項
目
目
は
、
服
組
(
川
%
)
で
あ
り
、
二
項

目
白
は
必
組
(
M
M
m
)
で
あ
り
、
三
項
目
目
は
同
組
(
日
%
)
で
あ
る
。

、
]
倒
、
正
字
と
異
体
字
と
の
関
係
が
明
確
な
も
の
:

摘
横
上
過
下
正

M
W

・3

正
字
と
異
体
字
と
い
う
関
係
で
は
な
い
も
の

- 29ー

時
間
栖
並
正

(却・

4
)

正
字
と
異
体
字
と
の
関
係
が
明
確
で
な
い
も
の

筒
棟
上
筒
冊
下
棟
揮
相
承
並
用
上
字

日・

l

/ 

一
項
目
目
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
「
二
字
が
対
比
さ
れ
る
も
の
」
と
「
三
字

が
対
比
さ
れ
る
も
の
」
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
印
組
(
削
M
m
)

/ーーー¥ て手
frtl あ

り

字後
が者
責f は
比 43
さ 車且
れ (
る 6.6
も%
の)

で
あ
る

同
比
従
従
上
中
通
下
正

m-4 

三
項
目
白
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
「
二
字
が
対
比
さ
れ
る
も
の
」
と
「
三
字

が
対
比
さ
れ
る
も
の
」
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
口
組
(
似
%
)

で
あ
り
、
後
者
は

1
組
(
M
%
)
で
あ
る
。



/ーー一『、

fftl 

守与

カf

対
比
さ
れ
る
も
σ〉

事

1
手
上
中
並
伴
譲
下
僻
説
A
7
作
伴
俗
作
辞
非
也

ム
ロ
ム
掛

VAa柏
岡

出・

l

ま
た
、
「
字
体
注
記
が
な
い
も
の
」
も
、
さ
ら
に
、
「
二
字
が
対
比
さ
れ
る
も

の
」
と
「
三
字
が
対
比
さ
れ
る
も
の
」
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は

回
組
、
(
川
%
)
で
あ
り
、
後
者
は
2
組
(
μ
%
)
で
あ
る
。

ヘ
、
例
、
三
字
が
対
比
さ
れ
る
も
の
:
:
:

〔図
2
〕

『
干
禄
字
書
』
に
収
録
さ
れ
た
漢
字
全
体
の
分
類

全用例 804

字
体
注
記
が
あ
る
も
の

(
加
)

/ー

綜
将
棋
上
蜜
瓜
将
中
下
並
奨
粍

臼・
3

以
上
述
べ
て
き
た
分
類
項
目
の
う
ち
、
「
字
体
注
記
が
あ
り
、
正
字
と
異
体
字

と
の
関
係
が
明
確
で
あ
り
、
二
字
が
対
比
さ
れ
る
も
の
」
印
組
(
即
日
拘
)
に
つ

い
て
、
両
字
体
の
関
係
を
、
類
型
化
す
る
こ
と
と
す
る
。
「
干
禄
字
書
」
に
収
録

さ
れ
た
全
て
の
漢
字
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
分
類
を
図
と
し
て
示
し
た
も
の
が

〔図
2
〕
で
あ
る
。

{
※
(
)
内
は
用
例
数
(
組
)

が正
明字
石室と
な異
も w
の字

と
戸、の
師閑
~í系

山{

守二 号三

カf カず

士f 主主
比比
ささ
れれ
るる
もも
のの

43 613 
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正
字
と
異
体
字
と
い
う
関

ー

:

:

:

:

二

字

が

対

比

さ

れ

る

も

の

(

必

)

係
で
は
な
い
も
の

(
「
並
正
」
と
注
記
さ
れ
る

も

の

)

(

必

)

正
字
と
異
体
字
と
の
関
係
一
二
字
が
対
比
さ
れ
る
も
の
(
口
)

確
で
な
い
も
の
(
日
)
一

一
三
字
が
対
比
さ
れ
る
も
の

(
1
)

字
体
注
記
が
な
い
も
の
(
音
・
義
の
注
あ
り
)
(
剖
)

-・E・~‘-・E・

字字
カiJず

士守 主f
比比
ささ
れれ
るる
もも
σコ σ3

2 82 



以
上
の
分
類
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。

①
「
干
禄
字
書
」
に
収
録
さ
れ
た
全
用
例
制
組
の
う
ち
、
字
体
注
記
が
あ
る
も

の
は
加
組
(
切
乏
で
あ
り
、
全
体
の
大
部
分
を
占
め
る
の
に
対
し
て
、
字
体

注
記
は
な
く
、
音
や
意
味
の
速
い
を
注
記
す
る
も
の
は
剖
組
(
削
%
)
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
よ
り
、
「
干
禄
字
書
』
は
、
正
字
や
異
体
字
と
い
う
よ
う
な
字
体
の
悶

題
を
主
と
し
て
扱
い
、
音
や
意
味
の
異
な
る
類
似
し
た
字
体
の
識
別
と
い
う
問

題
を
従
と
し
て
扱
う
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
「
干
禄
字
書
」
の
編
纂

の
意
図
か
ら
、
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

②
字
体
注
記
の
あ
る
加
組
の
中
で
、
正
字
と
異
体
字
と
の
関
係
が
明
確
な
も
の

は
師
組
(
川
%
)
で
あ
り
、
正
字
と
呉
体
字
と
い
う
関
係
で
は
な
い
も
の
と
、

正
字
と
異
体
字
と
の
関
係
が
明
確
で
な
い
も
の
と
を
合
わ
せ
て
、
臼
組
(
M
%
)

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
「
干
禄
字
書
」
は
、
異
体
関
係
に
あ
る
複
数
の
漢
字

の
う
ち
で
、
正
字
は
ど
れ
で
あ
る
か
を
明
確
に
示
し
、
異
体
字
と
は
区
別
す
る

』
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
い
え
る
。

次
の
項
に
・
お
い
て
、
具
体
的
に
、
正
字
・
異
体
字
関
係
を
類
型
化
し
て
示
す
。

凶
正
字
・
異
体
字
関
係
の
類
型
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
前
項
で
行
っ
た
、
『
干
禄
字
書
」
に
収
録
さ
れ
た
渓
字
字
体
の
分

類
に
基
づ
い
て
、
そ
の
分
類
項
目
の
う
ち
の
「
正
字
と
異
体
字
と
の
関
係
が
明

確
で
あ
り
、
二
字
が
対
比
さ
れ
る
も
の
」
に
つ
い
て
、
先
に
記
し
た

A
i
H
の

項
目
に
従
っ
て
、
正
字
・
異
体
字
関
係
を
類
型
化
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず

「
部
首
と
し
て
の
構
成
要
素
の
形
態
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
」

(
A
i
E
)
に
つ
い
て
、
下
位
分
類
を
以
下
の
よ
う
に
設
定
し
た
。

A
、
部
首
が
別
の
部
首
に
交
替
す
る
関
係

A
山
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
は
同
む
も
の

A
山
①
二
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
は
同
ピ
も
の

(剖・
3
)

A
l山
②
二
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
が
変
わ
る
も
の

〔
例
、
況
況
上
俗
下
正

〔
例
、
問
何
者
市
上
通
下
正

(お・
3
)

A
'
山
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
が
変
わ
る
も
の

A
間
①
二
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
は
同

U
も
の

- 31ー

〔
例
、
逆
延
上
通
下
正

(幻・

4
)

A
l山
②
二
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
が
変
わ
る
も
の

〔
例
、
定
機
上
過
下
正

日・
4

B
、
部
首
が
付
加
さ
れ
る
関
係

B
-
山
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
は
同
じ
も
の

〔
例
、
曝
暴
上
通
下
正
(
幻
・

4
)

B
l山
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
が
変
わ
る
も
の

〔
例
、
党
史
上
通
下
正

η
・4

c、
部
首
が
欠
落
す
る
関
係

cs山
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
は
同
じ
も
の



〔
例
、
等
問
機
上
過
下
正

(
4
・2
)

c'凶
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
が
変
わ
る
も
の

〔
例
、
歯
固
上
俗
下
正

却・

1

D
、
部
首
が
部
首
で
な
い
構
成
要
素
に
変
化
す
る
関
係

D
山
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
は
同
じ
も
の

〔
例
、
舘
館
上
俗
下
正

叩・

4

D
'山
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
が
変
わ
る
も
の

〔
例
、
金
壷
上
俗
下
正

(
m
-
4
)
 

E
、
部
首
が
同
部
首
と
判
断
し
う
る
別
形
に
変
化
す
る
関
係

E
-山
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
が
同
じ
も
の

〔
例
、
盈
虚
上
通
下
正

お・
4

E
'山
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態
が
変
わ
る
も
の

〔
例
、
蒙
蒙
上
通
下
正

四・

3

右
に
記
し
た

A
i
E
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
以
下
に
用
例
数
を
示
し
、

A
i

H
全
体
に
占
め
る
割
合
と
、

A
i
E
の
合
計
に
占
め
る
割
合
と
を
合
わ
せ
て
一
示

す
。
ま
た
、
各
項
目
の
下
位
分
類
に
つ
い
て
、
用
例
数
を
示
し
、
必
要
に
応
じ

て
、
各
々
の
項
目
に
占
め
る
割
合
も
一
不
す
。

ま
ず
、

A
は
凶
組
で
あ
り
、

A
i
H
の
中
で
制
%
を
占
め
る
。
ま
た

A
i
E

の
中
で
は
川
%
を
占
め
、
最
も
多
い
。

A
の
下
位
分
類
の
中
で
は
、
部
首
以
外

の
構
成
要
素
の
形
態
に
関
し
て
は
、
同
じ
も
の
が
回
組
(
削
%
)
で
あ
り
、
変

わ
る
も
の
が
臼
組
(
制
%
)
で
あ
る
。
二
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
に
関
し

て
は
、
同
じ
も
の
が
山
組
(
制
%
)
で
あ
り
、
変
わ
る
も
の
が
お
組
(
山
%
)

で
あ
る
。

次
に
、

B
は
四
組
あ
り
、

A
l
H
の
中
で
日
%
を
占
め
る
。
ま
た

A
1
E
の

中
で
は
M
%
を
占
め
る
。

B
の
下
位
分
類
は
、
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の
形
態

に
関
し
て
は
、
同
じ
も
の
が
日
組
で
あ
り
、
変
わ
る
も
の
が
4
組
で
あ
る
。

続
い
て
、

C
は
6
組
あ
り
、

A
i
H
の
中
で
川
%
を
占
め
る
。
ま
た
、

A
i

E
の
中
で
は
μ
%
を
占
め
る
。

C
の
下
位
分
類
は
、
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の

形
態
に
関
し
て
は
、
同
じ
も
の
が
3
組
で
あ
り
、
変
わ
る
も
の
が

3
組
で
あ
る
。

続
い
て
、

D
は
持
組
あ
り
、

A
l
H
の
中
で
U
%
を
占
め
る
。
ま
た
、

A
l

E
の
中
で
は
川
%
を
占
め
る
。

D
の
下
位
分
類
は
、
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の

形
態
に
関
し
て
は
、
同
じ
も
の
が
日
組
で
あ
り
、
変
わ
る
も
の
が
お
組
で
あ
る
。

最
後
に
、

E
は
幻
組
あ
り
、

A
i
H
の
中
で
M
%
を
占
め
る
。
ま
た
、

A
i

E
の
中
で
は
山
%
を
占
め
る
。

E
の
下
位
分
類
は
、
部
首
以
外
の
構
成
要
素
の

形
態
に
関
し
て
は
、
同
じ
も
の
が
却
組
で
あ
り
、
変
わ
る
も
の
が
口
組
で
あ
る
。

- 32ー

以
上
の
よ
う
に
、

A
i
E
の
類
型
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
次
に
、
「
部
首
以
外

の
構
成
要
素
の
形
態
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
」

(
F
、
G
)
に
つ
い
て
、
下

位
分
類
を
以
下
の
よ
う
に
設
定
し
た
。

F
、
部
首
以
外
の
構
成
要
素
が
、
共
通
す
る
形
態
を
有
し
な
い
構
成
要
素
に
交

替
す
る
関
係



〔
例
、
努
符
上
通
下
正

F
山
二
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
は
同
じ
も
の

(日・
4
)

F
E間
二
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
が
変
わ
る
も
の

〔
例
、
桂
査
上
通
下
正

G
、
部
首
以
外
の
椛
成
要
素
が
共
通
す
る
形
態
を
有
す
る
構
成
要
素
に
変
化
す

0
・
2

る
関
係

〔
例
、
盗
盗
上
俗
下
正

G
山
変
化
す
る
部
分
に
、
各
々
別
の
部
首
形
が
合
ま
れ
で
い
る
も
の

(回・

2
)

G
6凶
変
化
す
る
部
分
に
お
い
て
部
首
形
が
付
加
さ
れ
る
も
の

〔
例
、
涯
泥
上
俗
下
正

m-3 

〔
例
、
祖
植
上
通
下
正

G
E
間
変
化
す
る
部
分
に
お
い
て
部
首
形
が
欠
落
す
る
も
の

日
目
・

1

G
'凶
変
化
す
る
部
分
に
、
各
々
あ
る
部
首
形
と
そ
の
変
形
と
が
含
ま
れ
る
も
の

〔
例
、
返
還
上
過
下
正

G
'間
「
、
」
が
付
加
さ
れ
る
も
の

〔
例
、
土
土
上
過
下
正

G
z附
「
ノ
」
が
付
加
さ
れ
る
も
の

〔
例
、
迫
坦
上
俗
下
正

G
l
m
「
一
」
が
付
加
さ
れ
る
も
の

〔
例
、
依
休
上
俗
下
正

G
h
附
「
、
」
が
欠
落
す
る
も
の

ロ・
1

日・
1

前・

2

必・
4

〔
例
、
流
流
上
俗
下
正

G
I削
「
ノ
」
が
欠
落
す
る
も
の

〔
例
、
原
原
上
俗
下
正

G
'側
「
こ
が
欠
落
す
る
も
の

〔
例
、
夙
夙
上
俗
下
正

G
'
叩
点
と
線
と
が
変
わ
る
も
の

〔
例
、
看
看
上
俗
下
正

G
'叩
線
の
長
さ
が
変
わ
る
も
の

〔
例
、
典
典
上
俗
.
下
正

日
叩
・

4

M
A

・2

部

U
1

お・

2

日・

1

〔
例
、
虫
品
上
俗
下
正

0
4側
複
数
あ
る
同
じ
形
態
の
中
の
い
く
つ
か
が
省
略
さ
れ
る
も
の

加・

2
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G
a
M
変
化
す
る
部
分
に
お
い
て
構
成
要
素
の
位
置
関
係
が
変
わ
る
も
の

〔
例
、
付
税
蘇
上
俗
下
正

m--

。
，
日
そ
の
他

。
叩
①
二
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
は
同
じ
も
の

〔
倒
、
封
釣
上
俗
下
正

(河・

4
)

G
'間
②
二
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
が
変
わ
る
も
の

〔
例
、
群
号
。
上
俗
下
正

的・

4

右
に
記
し
た

F
、
G
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
以
下
に
用
例
数
を
示
し
、

A
i

H
全
体
に
占
め
る
割
合
と
、

F
、
G
の
合
計
に
占
め
る
割
合
と
を
合
わ
せ
て
示



す
。
ま
た
、
各
項
目
の
下
位
分
類
に
つ
い
て
、
用
例
数
を
示
し
、
必
要
に
応
じ

て
、
各
々
の
項
目
に
占
め
る
割
合
も
示
す
。

ま
ず
、

F
は
臼
組
あ
り
、

A
S
H
の
中
で
川
%
を
占
め
る
。
ま
た
、

F
、
G

の
中
で
は
削
%
を
占
め
る
。

F
の
下
位
分
類
の
中
で
は
、
二
つ
の
構
成
要
素
の

位
置
関
係
に
関
し
て
は
、
同
じ
も
の
が
位
組
(
則
%
)
で
あ
り
、
変
わ
る
も
の

が
3
組
(
“
%
)
で
あ
る
。

次
に
、

G
は
別
組
あ
り
、

A
i
H
の
中
で
川
%
を
占
め
、
最
も
多
い
。
ま
た
、

F
、
G
の
中
で
も

U
M
m
と
い
う
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

G
の
下
位
分
類
の
中

で
は
、
二
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
に
関
し
て
は
、
同
じ
も
の
が
却
組

(m

Mm)
で
あ
り
、
変
わ
る
も
の
が

8
組
(
幻
%
)
で
あ
る
。
尚
、
構
成
要
素
の
形

態
の
差
異
の
特
徴
に
着
目
し
て
、

G
I川
1
G
t
M
の
分
類
項
目
を
設
定
し
た
。

〔表
1
〕

正

字

異

体

字

関

係

の

類

型

「
変
化
す
る
部
分
に
各
々
別
の
部
首
形
が
含
ま
れ
る
も
の
」
は
訂
組
(
川
%
)

で
あ
り
、

G
の
下
位
分
類
の
中
で
最
も
多
い
。

以
上
の
よ
う
に
、

F
、
G
の
類
型
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
次
に
、
「
二
つ
の
構

成
要
素
の
位
置
関
係
に
差
異
が
見
ら
れ
る
も
の
」

(
H
)
に
つ
い
て
、
下
位
分
類

を
以
下
の
よ
う
に
設
定
し
た
。

H
、
二
つ
の
構
成
要
素
が
、
左
右
逆
に
入
れ
替
わ
る
関
係

〔
例
、
一
応
紙
上
俗
下
正

認

-
4

用
例
数
は
1
組
の
み
で
あ
り
、

A
l
H
の
中
で
U
%
を
占
め
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
正
字
・
異
体
字
関
係
を
類
型
化
し
た
項
目
を
、
表
に
し
た
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も
の
が
〔
表
1
〕
で
あ
る
。

※

0
%
を
越
え
る
も
の
こ

P
を
付

た

一、部首としての構成要

素の形態に差異が認

められるもの
分

B A 

間部 交部
係首 替首

カf す が
付 る日IJ 類
力日 関の

さ 係官E
れ 首
る

(2) (1) (2) (1) 

音E 部 わ要素部 じ要素部
方

首 首 る 首 も首
J.-:J， .l-:J. ものJ.-:J， のの以

タト 外 の形外 形外

σ〉 (J) 態の 態 の

椅: 中'ilf 変が構成; 問カずt成l専
成 成 法
要 要

関係G二つE 関係¢ 二つ
関G二E 

関係¢ 二つ
素 素σ〉

。〉
形 係つ

古'也邑、
形 がの はの がの はの
，肯u邑. 変格同じ構成変わ構成同格iJf 

l主 わ成 じ成
ガ三L官

同 るも 要素のも要素 るも 要素のも要素わ
る じ のの ののの の
も も {立位 位位

σコ (J) 置置 置 置

兎 恭 槍 延 両Et兄 用

~f7tl 
ii 菟 限 ii: m J兄 @ 

4 15 14 39 14 79 
( 例用

!!且数

0.7 2.4 2.3 6.4 2.3 む..
(剖

、3ー4〆 A口

19 146 
(例m 
手且数

3.1 (23.~) 
(割

、3-4JA E3 



二、部首以外の構成要素の形態に

差異が認められるもの

G F E D C 

にを素部 素を素部 化断部 るt湾:古E 係官E
変有が首 に有が首 す し首 開成首 首
化す共以 交し共以 るうカご 係要が カf

する通外 替な通外 関 る 同 素部 欠
る 構 す の すいすの f系別古E に首 マ喜
開成る構 る構成 る構 形首 変 で す
f系要形成 関形成 lこと fヒな る

素態要 係要態要 変 判 すい 関

(11) (10) (9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) (2) (1) (2) (1) (2) (1) (2) (1) 
<'i イヌす三カ正ヒ< 

支ヨ均Lて 万タ守ζて ヌgカLτ 昔E 音E 昔日 昔E 音E 昔日ー--， 一一寸 ー--， ー--， ーー「 一一寸

と ‘ 
ノ 、 化 化す fすヒ てコ 'つ 首 首 首 首 首 首

車泉 '--- Lー '--- '--- '--- L一一 す σ〉 σ〉 J.:J. J-:J. J-:J. J-:J. 以 1.-:1， 

と カず が ヵε カず カf カf
部安各る子

る 昔る日 昔るE t存 構 外 外 外 外 外 外
が 欠 欠 欠 付 付 付 官E

分各
/;文 成 。ョ の σ〉 σ〉 σコ σ〉

分 分
万""-守て 落 落 落 力日 力日 方日 要 要 f汚 N専 f符 t1lf f存 f符
わ す す す さ さ さ 々

t" t，' 々 素 素 bx 成 成 成 成 成
る る る る れ れ れ 警 Lミ

p glJ σ〉 の 要 要 要 要 要 要
も も も も る る る て 部て σコ 位 位 素 オ米玄ミ 素 素 素 素σ〉 の (1) dコ も も も

部首

首形話
古首E 置 置 。コ σ〉 σ〉 σ〉 σ〉 σ〉

。コ σコ 。コ σコ
1主主fa 

関
関 形

形
汗3

汗3
形

形
葦 形 f系 '肯凶E、 '肯E占E、 肯邑

カf カf f系 カf
肯flaρ 

が
肯.~目・ カず 世山E 

欠 変 lま 万ク守ζミ l土 変 lま 万三L官 l土
落

れさ て わ 同 わ 同 わ I司 わ 同
す L ミ る じ る じ る じ る じ

るも るも る る
も も も も も も も もも も

σ〉 σ〉 。コ 。コ σコ σ〉 σ〉 σ〉 σ〉 σコ σ〉 σ〉

看 夙 原 ifE 休 坦 土 逮 粧1 i沼 盗 』ヲ忙"- 者7 示"会>~室 Jjff 宣'" 館 国 千答

看 夙 原: i五E {本 迫 主 i星 キ且 j足 盗 経 h弄.~ 
主主 虚 長 舘 首 第

9 3 1 4 7 7 6 13 5 8 67 3 62 17 30 23 15 3 3 

1.5 0.5 0.2 0.7 1.0 1.0 1.0 2.1 0.8 1.3 tl9JJ 0.5 1D 2.8 4.9 3.7 2.4 0.5 0.5 

291 65 47 38 6 

(~?j ;10.6..' 7.6 6.2 1.0 

- 35一



三、二つの構成

要素の位置関

係に差異が認

められるもの

H 

る 左 二
関 右 つ
係逆 の

に符i
入成
れ要
替素
わが

(15) (J引 (13) (12) 

そ 変 複 高泉
イヒ 主士 σ〉
す

昔るE 
あ 長

の る さ
分

形 カず
お 態 万ll'r

f也 し通

キて薄
。コ わ

②①  
る

成 も

係関二つ係関二つ
要素 ーコ

カf
σ〉

σコ
がのはの 位; 省

変わ格成 同様 置 田昌
じ成 関

さ

るも 要素のも 要素
イカ系ず

れ

のの の
変オヲ る

位 位 σもるコ も
置 置 0) 

メ口入 ふ且 管 重J 主主 ぬ 典

計 用品 居宇 言ず t:長 虫 典

613 1 8 142 1 4 6 

100 0.2 1.3 ~:ü 0.2 0.7 1.0 

613 1 

100 0.2 

以
上
の
類
型
化
に
よ
り
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。

①
A
i
H
の
中
で
最
も
用
例
数
が
多
い
も
の
は
、

G
で
あ
り
、
半
数
近
く
を
占

め
る
。
こ
の
項
目
に
は
、
「
部
首
と
し
て
の
構
成
要
素
」
の
形
態
は
同
じ
で
あ
り
、

一
部
分
が
変
化
し
、
二
つ
の
構
成
要

「
部
首
以
外
の
構
成
要
素
」
の
形
態
は

素
の
位
置
関
係
は
同
じ
も
の
と
変
わ
る
も
の
と
を
含
む
と
い
う
、
正
字
・
異
体

字
関
係
に
あ
る
渓
字
が
所
属
す
る
。

②
A
i
H
の
中
で
二
番
目
に
用
例
数
が
多
い
も
の
は
、

A
で
あ
り
、
四
分
の
一

近
く
を
占
め
る
。
こ
の
項
目
に
は
、
「
部
首
と
し
て
の
椛
成
要
素
」
が
別
の
限
類

の
「
部
首
と
し
て
の
椛
成
要
素
」
に
交
替
し
、
「
部
首
以
外
の
構
成
要
素
」
の
形

- 36一

態
は
同
じ
も
の
と
変
わ
る
も
の
と
を
含
み
、
二
つ
の
構
成
要
素
の
位
置
関
係
も

同
じ
も
の
と
変
わ
る
も
の
と
を
含
む
と
い
う
、
正
{
子
・
異
体
字
関
係
に
あ
る
渓

字
が
所
属
す
る
。

次
の
項
に
お
い
て
、

A
の
項
目
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
類
型
化
を
試
み

る。

間
部
首
が
別
の
部
首
に
交
替
す
る
関
係
に
つ
い
て

」
こ
で
は
、
前
項
で
行
っ
た
類
型
化
に
基
づ
い
て
、
「
部
首
が
別
の
部
首
に
交

日
向
日
す
る
関
係
」

(
A
)
に
つ
い
て
、
交
註
す
る
部
首
の
種
類
に
着
目
し
て
、
さ
ら



に
詳
し
く
類
型
化
を
試
み
る
。

A
を
対
象
と
し
た
理
由
は
、
正
字
と
異
体
字
と

の
唯
一
担
見
(
を
、
部
首
の
種
類
の
速
い
と
し
て
、
最
も
客
観
的
に
判
断
で
き
る
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
次
の
二
つ
の
観
点
か
ら
も
、
正
字
・
異
体
字
開

①係
官E を
首と
σ〉 ら
ff~ え
怒る
カf こ

1'-IT と
i以(と
し14す

てる
p 。

る
か
否
か

②
部
首
の
同
政
に
変
化
が
見
ら
れ
る
か
否
か

①
と
@
と
は
異
な
る
レ
ベ
ル
の
観
点
で
あ
る
た
め
、
各
々
の
正
字
・
異
体
字

関
係
は
、
①
と
@
と
の
両
方
の
下
位
分
類
に
重
複
し
て
所
属
す
る
。
以
下
に
、

設
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
分
類
項
目
を
記
す
。

一
、
部
首
の
形
態
が
類
似
し
て
い
る
も
の

山
画
数
が
減
る
も
の
〔
例
、
・
決
決
上
俗
下
正

問
同
数
が
同
じ
も
の
〔
例
、
突
押
上
通
ド
正

問
同
教
が
増
え
る
も
の
〔
例
、
官
官
上
俗
下
正

二
、
部
首
の
形
態
が
類
似
し
て
い
な
い
も
の

川
両
数
が
減
る
も
の
〔
例
、
見
値
上
俗
下
正

問
同
数
が
同
じ
も
の
〔
例
、
祈
料
上
俗
下
正

印
画
数
が
消
え
る
も
の
〔
例
、
械
翻
上
通
下
正

四・

3

目・

1

回・

2
日・
2

却・

2

担

-
3

次
に
、
各
項
目
の
用
例
数
と
、

A
全
体
に
占
め
る
割
合
を
記
す
。

ま
ず
、
部
首
の
形
態
が
類
似
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、

「
形
態
が
類
似
し
て
い
る
も
の
」
が
汎
組
(
仰
%
)
で
あ
り
、
「
形
態
が
類
似
し

て
い
な
い
も
の
」
が
日
組
(
別
%
)
で
あ
る
。
次
に
、
部
首
の
画
数
に
変
化
が

認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
「
画
数
が
減
る
も
の
」
が
花
組

(
則
一
%
)
で
あ
り
、
「
回
数
が
同
じ
も
の
」
が
幻
組
(
則
一
%
)
で
あ
り
、
「
画
数

が
増
え
る
も
の
」
が
但
組
(
別
%
)
で
あ
る
。

以
上
の
分
類
に
よ
る
結
果
を
、
〔
表
2
〕
と
し
て
次
に
示
す
。

〔表
2
〕
部
首
が
別
の
部
首
に
交
替
す
る
関
係

!
ー
ー
形
態
の
類
似
と
一
白
数
の
変
化
に
よ
る
類
型
|
|

J口L てい 態形 てい 態形

!万
なが るカず
い類 もま:n

計 も似 の似
σ〉し し

7 8 2 0 5 8 減

(53.4) (13.7) (39.7) 画

2 7 1 0 1 7 同

(18.5) ( 6.8) (11.6) 画

4 1 2 5 1 6 1曽

(28.2) (17.1) (11.0) 画

146 5 5 9 1 
A E3 

(100 ) (37.7) (62.3) 言十

〔
上
段
が
用
例
数
(
組
)
、

下
段
が
A
全
体
に
対

す
る
割
合
(
%
)
〕
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二
つ
の
観
点
を
合
わ
せ
て
見
る
と
、
最
も
用
例
数
が
多
い
項
目
は
、
形
態
が

類
似
し
て
お
り
、
画
数
が
減
る
も
の
で
あ
り
、
日
組
(
引
M
N
)

あ
る
こ
と
が
分

か
る
。次

に
、
具
体
的
に
、
ど
の
部
首
が
、
別
の
種
類
の
ど
の
部
首
に
交
替
す
る
の

か
を
、
用
例
数
の
多
い
も
の
か
ら
順
に
、
〔
表
3
〕
と
し
て
示
す
。



〔表
3
〕

部
首
が
別
の
部
首
に
交
替
す
る
関
係

ー

l

交
替
す
る
部
首
の
樋
類
に
よ
る
類
刑
4
1
1
1
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t皆 Z完 i是 fJ: 晴生 描 5告 4瓦 認 →且・日4 

'-1'、 J兄
(31.3) (22.4) (37.4) (78.1) (86.3) (46.3) (98.4) (77.3) (55.4) (92.2) (45.2) (84.3) 

異
F足 寝 廷 車 認 f柔 2型 干契 等 基 滅 派 f1' 

1耳
字

堤 'f辻ャ 迂 主立 抜 d! 校 等 毛主 U或 凍
(30.1) (68.1) (85.4) (35.3) (64.1) (84.4) (25.3) (75.1) (68.4) (80.2) (93.1) (69.3) (所在)

日 カ 万 アサー 支 言 文 方 止一
偏 水 昔日 古E 昔日 続 偏 品発 偏 音E
① ① @ @ @ ② ③ ① ⑦ @ 

光 ゴJ 力 大 交 口 又 子 山

偏 水 部 官E 昔日 三号 偏 音E 3扇 昔日

⑦ ① @ @ @ ② ① ① @ ⑪ 

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

実ー 類 類 類 類 類 書長 類
似類

類
似 f以 似 {以 似 似 i以 似

I自 I曽 同 同 同 同 み支 減 か支 減

日手 新 JJJ tJJ w 事主 E可 数 於 歩
↓ 

輝 新 到 劫 契 害虫 日可 手足 fそ 叫-uF 

(26.3) (22.3) (85.1) (1∞2) (75.1) (72.2) (42.3) (56目1)(27.1) (72.3) 
日程 ;禁 劾 券 聖F 散 自命 4文 方長 此
↓ 

焚~ìi' よ禦 主E 1ト 育史 E命 ~~ f長 Aι 
(82.1) (93.1) (77.1) (79.1) (74.3) (60.1) (72.2) (49.1) (55.3) (53.4) 
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(
※
用
例
数
が
一
組
の
も
の
は
省
略
す
る
。
)

右
の
表
よ
り
分
か
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。

①
交
替
す
る
部
首
と
部
首
と
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
類
型
が

設
定
で
き
る
。
例
え
ば
、
三
水
が
二
水
に
交
替
す
る
関
係

(
7
組
)
、
竹
冠
が
草

冠
に
交
替
す
る
関
係

(
6
組
)
等
で
あ
る
。

2
組
以
上
の
用
例
を
有
し
て
い
る

類
型
は
初
日
開
類
存
す
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
特
定
の
部
首
が
、
あ
る
特
定
の
部

首
に
交
替
す
る
と
い
う
傾
向
が
兄
ら
れ
る
場
合
、
『
子
禄
字
書
」
の
編
者
は
、
重

抜
を
避
け
ず
に
収
録
す
る
方
針
を
取
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
但
し
、
こ
の

こ
と
は
、
序
文
に
「
偏
芳
同
音
不
復
腐
出
謂
怠
笠
民
凶
臼
召
之
頬
是
之
」
と
あ
る
こ



と
と
矛
盾
す
る
面
を
持
っ
て
い
る
。

①
形
態
の
類
似
、
回
数
の
変
化
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
用
例
数
の
多
い
も

の
は
、
形
態
が
類
似
し
て
お
り
、
画
数
が
減
る
場
合
が
多
い
。
形
態
が
類
似
し

て
い
る
も
の
が
多
い
事
は
、
品
台
市
与
す
る
際
に
混
同
し
や
す
い
と
い
う
性
質
と
関

連
し
、
ま
た
、
回
数
が
減
る
も
の
が
多
い
事
は
、
書
写
す
る
際
に
省
略
す
る
場

合
が
あ
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
要
因
が
、
異

体
字
の
成
立
や
使
用
理
由
に
関
係
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
但
し
、

θ
↓
@
の
よ
う
に
画
数
が
坦
え
る
も
の
や
、
@
↓
①
の
よ
う
に
形
態
が
類
似
し

て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
何
故
、
そ
の
異
体
字
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
実
際
の
乍
一
日
写
資
料
に
お
け
る
個
々
の
漠

(
日
)

字
に
つ
い
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

む

す

ぴ

」
こ
で
は
、
本
研
究
に
お
け
る
結
果
を
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
「
干
禄
字
書
」
に
収
録
さ
れ
た
、
「
正
字
と
異
体
字
と
の
二
字
体
が
対
比
さ

れ
、
両
字
体
の
関
係
が
明
確
に
注
記
さ
れ
て
い
る
」
全
て
の
用
例
を
対
象
と

し
て
、
渓
字
の
構
成
要
素
の
形
態
の
差
異
と
位
置
関
係
の
差
異
と
い
う
二
点

に
着
目
し
て
類
型
化
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
「
部
首
以
外
の
構
成
要
素
が
、

共
通
す
る
形
態
を
有
す
る
構
成
要
素
に
変
化
す
る
関
係
」
が
半
数
近
く
を
占

め
、
次
い
で
「
部
首
が
別
の
部
首
に
交
符
す
る
関
係
」
が
四
分
の
一
近
く
を

占
め
た
。

「
部
首
が
別
の
部
首
に
交
替
す
る
関
係
」
に
つ
い
て
、
部
首
の
形
態
の
類

似
性
と
、
部
首
の
画
数
の
変
化
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
分
類
す
る
と
、
最

も
用
例
数
が
多
い
項
目
は
、
「
形
態
が
類
似
し
て
お
り
、
画
数
が
減
る
も
の
」

で
あ
っ
た
。

② 
具

の体
θ な
、部

①首
4 交
ム・替

。コ
@類
』主I

Q に
lま

の二

@る
(日)

1 8 
U) i 
等⑦
が
存 ③
し↓
た①

① 

今
川
の
類
型
化
を
行
う
過
程
に
お
け
る
問
題
点
を
以
下
に
記
す
。

一
、
「
干
禄
字
書
」
の
記
載
で
は
、
異
体
関
係
に
な
い
と
判
断
で
き
る
用
例

(
「
並
正
」
と
注
記
さ
れ
る
も
の
、
音
や
意
味
の
遠
い
が
注
記
さ
れ
る
も
の
)

に
つ
い
て
、
実
際
の
書
写
資
料
に
お
け
る
使
用
実
態
を
調
査
す
る
必
要
が
あ

- 39一

る。

二
、
コ
一
字
体
が
対
比
さ
れ
る
用
例
に
つ
い
て
も
類
型
化
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

「
部
首
以
外
の
構
成
要
素
」
の
形
態
の
差
異
を
よ
り
客
観
的
に
判
断
す
る

た
め
に
は
、
さ
ら
に
小
さ
い
形
態
に
分
解
し
て
、
類
型
化
を
行
う
必
要
が
あ

る。
四、

A
以
外
の
項
目
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
に
ど
の
形
態
と
ど
の
形
態
と
が
交

日
刊

H

或
は
変
化
す
る
関
係
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

五

「
干
禄
字
書
」
以
外
の
辞
書
に
記
載
さ
れ
た
異
体
字
に
つ
い
て
も
、
同
様

の
分
類
が
可
能
で
あ
る
の
か
、
他
の
項
目
が
設
定
で
き
る
の
か
を
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
。



以
上
の
問
題
点
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
今
後
の
発
展
と
し
て
は
、
今
回
の
分
類
の
結
果
得
る
こ
と
が
で
き
た

「
部
首
が
別
の
部
首
に
交
替
す
る
関
係
」
に
あ
る
異
体
字
を
対
象
と
し
て
、
実

(
日
山
)

際
の
書
写
資
料
に
お
け
る
使
用
実
態
や
史
的
変
遷
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

〈
注
〉

(1)
本
稿
に
お
い
て
は
、
「
字
形
」
、
「
字
体
」
を
次
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
。

「
字
形
」
と
は
、
具
体
的
に
実
現
さ
れ
た
字
の
形
で
あ
り
、
可
視
的
な
筆
画

の
痕
跡
で
あ
る
。
目
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
字
は
、
全
で
あ
る
字
形
で
書
か

れ
た
り
印
刷
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
字
形
に
は
、
筆
遣
い
や
筆
圧
等
の
個
人

差
や
個
別
的
な
差
と
い
う
要
素
が
含
ま
れ
る
。

「
字
体
」
と
は
、
個
々
の
字
形
を
実
現
す
る
と
い
う
行
為
の
過
程
に
お
い
て
、

何
の
字
で
あ
る
か
を
認
識
す
る
た
め
の
基
準
と
な
る
、
社
会
性
を
獲
得
し
た
、

点
や
線
の
長
さ
、
角
度
、
位
置
、
組
み
合
わ
せ
方
の
特
徴
の
総
体
と
し
て
認

議
さ
れ
る
抽
象
的
な
観
念
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
字
体
」
の
観
念
が
、

定
の
特
徴
を
保
持
し
た
ま
ま
で
具
体
的
な
「
字
形
」
と
し
て
実
現
さ
れ
た
時
、

そ
の
「
字
形
」
か
ら
、
個
人
差
や
個
別
的
な
差
と
い
う
要
素
を
捨
象
し
て
と

ら
え
る
場
合
に
、
具
体
的
な
「
字
形
」
を
通
し
て
、
具
体
的
な
「
字
体
」
を

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
字
体
研
究
は
、
観
念
と
し
て
の
「
字

体
」
を
想
定
し
た
上
で
、
実
際
に
は
、
具
体
的
な
「
字
体
」
を
研
究
対
象
と

し
て
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る
。

山
田
俊
雄
「
漢
字
手
写
の
場
合
の
字
形
の
変
容
に
つ
い
て
|
楊
守
敬
旧
蔵
本

将
門
記
を
資
料
と
す
る
調
査
の
方
法
と
そ
の
概
略
|
」
(
「
成
城
国
文
学
論

集」

1
、
昭
日
・
日

棒
島
忠
夫
「
文
字
の
体
系
と
構
造
」
(
『
岩
波
講
座
日
本
語
8
文
字
」
昭
白
、

岩
波
書
庖
)
等
を
参
考
と
し
た
。

(2)
注
(
1
)
を
参
照
。

(3)
一
定
の
資
料
に
お
け
る
漢
字
字
体
の
実
態
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
研
究

が
な
さ
れ
て
い
る
。

山
田
俊
雄
「
落
葉
集
小
玉
篇
に
見
え
る
漢
字
字
体
認
識
の
一
端
」
(
「
国
語
学
」

A
晶
、
刀
日

n
0
・
司
J

J

o

o

n
ロ
an宝
句

、

、
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山
内
洋
一
郎
「
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
の
漢
字
字
体
」
(
「
鎌
倉
時
代
語
研

究」

l
、
昭
日
・

3
)
等

渓
字
字
体
の
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

山
田
俊
雄
「
漢
字
字
形
の
史
的
研
究
の
問
題
と
そ
の
一
方
向
」
(
「
国
語
学
」

ワ
白
、
刀
口

q

U

2

J

n
d

口
M
凋

性

宅

‘

佐
藤
稔
「
〈
所
〉
〈
仏
〉
〈
原
〉

l
上
代
に
お
け
る
渓
字
の
字
形
」
(
「
国
語
学

研
究
」

M
、
昭
印
・

3
)
等

(4)

「
構
成
要
素
」
と
は
、
点
や
線
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、
単

独
で
、
或
は
複
数
で
一
つ
の
漢
字
字
体
を
構
成
す
る
単
位
で
あ
る
と
考
え
る
。

林
大
「
字
体
・
字
形
・
書
体
を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
日
本
語
学
」
3
、
昭

ω
・
3
)

を
参
考
と
し
た
。



(5)
こ
こ
で
い
う
「
形
態
」
と
は

一
つ
の
渓
字
字
体
を
構
成
し
て
い
る
構
成

要
素
に
つ
い
て
の
視
覚
的
な
形
状
の
こ
と
で
あ
る
。

(6)
こ
こ
で
い
う
「
位
置
関
係
」
と
は
、
一
つ
の
渓
字
字
体
を
複
数
の
構
成
要

素
に
分
け
て
と
ら
え
る
時
に
、
こ
れ
ら
の
構
成
要
素
が
ど
の
位
置
を
占
め
る

か
に
つ
い
て
の
相
互
の
関
係
の
こ
と
で
あ
る
。

(7)
杉
本
っ
と
む
「
漢
字
入
門
l

「
子
禄
字
古
」
と
そ
の
考
察
|
』
(
昭
幻
、
早

稲
田
大
学
出
版
部
)

山
田
俊
雄
「
国
語
学
大
辞
典
」
(
昭
町
、
国
語
学
会
編
)
の
「
字
体
」
の
項

志
村
和
久
「
渓
字
の
発
達
」
(
「
漢
字
講
座
1
漢
字
と
は
」
昭
臼
、
明
治
書
院
)

等
を
参
考
と
し
た
。

(8)
杉
本
つ
と
む
「
西
鶴
作
品
に
見
え
る
渓
字
の
体
系
的
処
理
に
関
す
る
一
試

案
」
(
「
国
語
学
研
究
」
口
、
昭
お
・

3
)、
「
異
体
字
は
な
ぜ
う
ま
れ
る
か
」

(
「
日
本
語
学
」

3
、
昭
印
・

3
)

調
井
憲
二
『
国
語
学
研
究
事
血
(
」
(
昭
白
、
明
治
書
院
)
の
「
異
体
字
」
、
「
略

字
」
の
項

中
原
尚
道
「
異
体
字
の
概
念
と
実
態
」
(
「
言
語
」
却
・

3
、
平
3
・
3
)
等

を
参
考
と
し
た
。

(9)
但
し
、
「
部
首
と
し
て
の
構
成
要
素
」
だ
け
で
漢
字
一
字
が
成
り
立
つ
場
合

も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
木
」
字
、
「
火
」
字
等
で
あ
る
。

(
叩
)
構
成
要
素
の
形
態
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
あ
る
構
成
要
素
が
全

く
別
の
種
類
の
構
成
要
素
に
置
き
替
わ
る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

を
「
交
替
」
す
る
関
係
と
考
え
、
あ
る
様
成
要
素
の
一
部
が
変
化
す
る
と
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
「
変
化
」
す
る
関
係
と
考
え
る
。

(
日
)
注
(
叩
)
を
参
照

(
ロ
)
池
上
禎
造
「
校
本
干
禄
字
雪
解
説
」
(
『
校
本
干
禄
字
書
」
昭
話
、
広
島
大

学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
編
)

注
(
7
)
の
杉
本
つ
と
む
の
文
献
等
を
参
考
と
し
た
。

(
日
)
「
干
禄
字
書
』
の
序
文
に
あ
る
字
体
注
記
に
関
す
る
解
説
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

(
杉
本
つ
と
む
の
注
(
7
)
の
文
献
に
よ
る
)

「
俗
」
:
・
絡
帳
文
案
券
契
薬
法
に
用
い
、
浅
近
で
雅
言
で
な
い
も
の
。
い
わ

ぱ
当
座
用
で
あ
る
。
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「
通
」
・
:
表
奏
時
戸
読
判
状
に
用
い
、
長
い
間
使
用
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の

「
正
」
・
:
著
述
文
章
対
策
碑
隔
に
用
い
、
海
拠
有
る
正
し
い
も
の
(
進
試
の

考
試
に
は
こ
の
体
に
従
う
べ
き
も
の

(H)
類
似
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
判
断
は
、
次
の
観
点
か
ら
行
う
こ
と
と
し

た①
二
つ
の
部
首
を
重
ね
る
と
、
二
回
以
上
の
点
画
が
重
な
る
も
の

〔例、

e-G

②
一
方
の
部
首
の
一
部
と
、
他
方
の
部
首
の
全
体
が
、
点
画
の
組
み
合
わ
せ

〔
例
、
@
・
@

@
二
つ
の
部
首
を
比
較
し
て
、
点
画
の
長
さ
、
角
度
、
位
置
、
組
み
合
わ
せ

方
に
つ
い
て
同
じ
構
造
を
も
つ
も
の

方
等
に
つ
い
て
、
類
似
し
た
性
質
を
も
つ
も
の
が
二
回
以
上
あ
る
も
の



〔
例
、
⑧
・
①

④
一
方
の
部
首
の
点
画
を
連
続
し
て
つ
な
げ
て
書
く
こ
と
に
よ
り
、
他
方
の

部
首
に
混
同
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
〔
例
、
@
・
①

以
上
の
項
目
に
属
す
る
部
首
の
組
み
合
わ
せ
を
、
部
首
の
形
態
が
「
類
似
」

し
て
い
る
と
判
断
す
る
こ
と
と
す
る
。

(
日
)
形
態
が
類
似
し
て
い
な
い
部
首
の
中
に
は
、
字
源
に
基
づ
い
た
部
首
の
意

味
が
類
似
す
る
と
忠
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
阜
偏
と
土
偏
や
、
日

偏
と
光
偏
等
で
あ
る
。

(
日
)
平
成
三
年
度
の
修
士
論
文
「
本
邦
古
写
本
に
お
け
る
漢
字
字
体
の
通
時
的

研
究
|
部
首
の
交
替
す
る
異
体
字
に
注
目
し
て
l
」
に
お
い
て
、
平
安
時
代

中
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期
に
亘
る
、
来
日
写
年
代
の
異
な
る
七
本
の
『
蒙
求
」

を
対
象
と
し
た
調
査
を
行
っ
た
。

〈
付
記
〉

本
稿
は
、
平
成
三
年
度
修
士
論
文
の
一
部
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
御
指
導
を
賜
り
ま
し
た
小
林
芳
規
先
生
、
室
山
敏

昭
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
方
や
、
柚
木
靖
史
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先

輩
方
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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